
令和3年度（2021年度）

予算大事業名 上記以外の歳出予算科目及び予算大事業名

事業の目的と概要

Ⅰ　事業の成果（実績）

Ⅱ　財務情報
◆行政コスト計算書 （単位：千円） 行政コスト計算書の主な増減理由（特徴的な事項）

地方税
分担金及び負担金
使用料及び手数料

府支出金（経常費用充当）
財産収入
寄附金
他会計からの繰入金
受取利息及び配当金
その他
経常収入　小計 （a）
給与関係費
物件費
維持補修費
社会保障扶助費

◆キャッシュ・フロー収支差額集計表 （単位：千円）
特別会計への繰出金
減価償却費
徴収不能引当金繰入額 行政サービス活動収入
賞与引当金繰入額 行政サービス活動支出
退職手当引当金繰入額
支払利息 投資活動収入
その他 投資活動支出
経常費用　小計 （b） 投資活動収支差額

経常収支差額 （a）-（b）=（c） 財務活動収入
固定資産売却益 財務活動支出
その他 財務活動収支差額
特別収入　小計 （d） 収支差額　合計
固定資産除売却損 一般財源充当額
その他 一般会計からの繰入金
特別支出　小計 （e） 一般会計への繰出金

特別収支差額 （d）-（e）=（f） 前年度からの繰越金
一般財源調整額 （g）
当期収支差額 （c）+（f）+（g） キャッシュ・フロー収支差額集計表の特徴的な事項
一般財源充当額
一般会計からの繰入金
一般会計への繰出金
再計

◆単位あたりのコスト分析（「経常費用 小計（b）」を「実績」で割って円単位で算出しています。）

台 円
台 円
台 円
台 円
台 円
台 円

管理事業名 総合的自転車対策事業
総合計画の

体系

大綱　６
政策　２
施策　４

都市形成
安全・快適な都市を支える基盤づくり
交通環境の整備

主な歳出
予算科目

一般会計 （款） 8 土木費 （項） 5 都市計画費 （目） 4 自転車駐車場費

部局名 土木部 予算執行所属 総務交通室

総合的自転車対策事業 （款）土木費（項）道路橋梁費（目）交通対策費　総合的自転車対策事業
（款）土木費（項）都市計画費（目）公共駐車場整備費　総合的自転車対策事業

【目的】
駅周辺における自転車等駐車場の確保及び自転車等（原付、自動二輪を含む）の放置防止策を実施します。
【概要】
自転車等放置禁止区域内での放置防止啓発、指導及び自転車等放置禁止区域外の放置自転車等の移送を実施します。
駅周辺に自転車駐車場を設置、運営し、市が定める場所への駐車を促進することにより、駅前の美観の維持を行います。
自転車コールセンターを設置し、移送された自転車等の返還及び自転車駐車場についての問合わせへの対応を行います。

指  標  名 単位 令和元年度 令和2年度 令和3年度 成　果　指　標　の　定　義

放置自転車の台数 台 5,635 3,201 3,508 1年間に市内放置禁止区域内外から移送した放置自転車の台数

自転車駐車場の利用状況 ％ 84.1 73.1 73.9 収容可能台数に対する利用台数の割合

成
果
の
説
明

自転車駐車場の利用促進施策が一巡しましたが、放置自転車の台数は前年度よりも増加しています。
自転車駐車場の利用状況は微増しています。

勘定科目
令和元年度 令和2年度 令和3年度 差額 勘定科目 決  算  額  の  主  な  内  容

A B B-A
経常収入
使用料及び
手数料

自転車駐車場利用数の増加（6,048千円）

経
常
収
入

- - - -
- - - -

398,224 333,422 339,470 6,048 
国庫支出金（経常費用充当） - - - -

- - - -

経常収入
その他

返還率の上昇による移送保管料974千円の増加
1,131 836 - △836 

- - - -
- - - -
- - - -

14,661 9,611 10,122 511 

維持補修費
コンベア修繕、精算機の更新等がなかったことによ
る減

414,016 343,869 349,592 5,723 

経
常
費
用

38,225 39,730 44,183 4,454 
553,260 534,327 541,260 6,933 
27,272 37,528 19,434 △18,094 

- - - -
負担金・補助金・交付金等 2,615 2,716 2,736 21 

- - - -
区分

令和元年度 令和2年度 令和3年度 差額
195,335 199,795 201,900 2,105 A B B-A

- - - - 414,016 343,869 349,592 5,723 
2,635 2,629 2,840 210 635,634 627,652 620,082 △7,570 

639 1,158 7,136 5,979 行政サービス活動収支差額 △221,618 △283,783 △270,490 13,293 
9,329 8,381 7,438 △942 - - - -

- - - - 81,543 15,345 130,044 114,699 
829,311 826,262 826,928 665 △81,543 △15,345 △130,044 △114,699 

△415,295 △482,394 △477,336 5,058 - - - -
特
別
収
入

- - - - 68,002 68,851 69,504 653 
- - - - △68,002 △68,851 △69,504 △653 
- - - - △371,163 △367,980 △470,038 △102,058 

特
別
費
用

2,186 - - - 371,163 367,980 470,038 102,058 
- - - - - - - -

2,186 - - - - - - -
△2,186 - - - - - - -

- - - -
△417,481 △482,394 △477,336 5,058 

371,163 367,980 470,038 102,058 
決算額の
主な内容

- - - -
- - - -

△46,318 △114,414 △7,299 107,116 

指  標  名 年度 実績 単位あたりコスト 分  析  内  容  （ 前  年  度  と  の  増  減  理  由）

駐車スペース1台あ
たりのコスト

令和元年度 19,329 29,312
「経常費用小計(b)」のうち、(目)自転車駐車場費は594,171千円で、自転車駐車場駐車ス
ペース1台あたり、年間30,241円のコストが生じています。

令和2年度 19,648 25,275
令和3年度 19,449 30,241

令和2年度 3,201 39,591
令和3年度 3,508 37,872

自転車移送1台あ
たりのコスト

令和元年度 5,635 23,377
「経常費用小計(b)」のうち、(目)交通対策費は132,856千円で、移送1台あたり、37,872円のコ
ストが生じています。



◆貸借対照表 （単位：千円）

現金預金 流動負債
未収金 地方債
財政調整基金 短期借入金
短期貸付金 賞与引当金
徴収不能引当金 未払金
その他流動資産 リース債務

有形固定資産 その他流動負債
土地 固定負債
建物・工作物 地方債
リース資産 長期借入金
建設仮勘定 退職手当引当金

無形固定資産 リース債務
有形固定資産 その他固定負債

土地 負債の部合計
建物・工作物
建設仮勘定 純資産

重要物品
図書館資料
投資その他の資産

出資金
長期貸付金
基金
徴収不能引当金 純資産の部合計
その他債権

資産の部合計 負債及び純資産の部合計

Ⅲ　財務構造分析 貸借対照表の主な増減理由（特徴的な事項）
▽人にかかるコストの内訳

月平均

人 日 日
千円 千円 千円

千円

▽経常費用の構成割合 物件費の内訳（単位：千円）

▽施設の概況 ▽分析指標 （単位：％）

A B
施設維持補修費比率
施設老朽化比率
受益者負担比率
徴収不能引当率
一般財源充当比率
経常費用対公共資産比率

【参考：市保有施設全体の老朽化比率は57.6％】
Ⅳ　総括
▽分析結果の説明

▽分析結果を踏まえた事業の課題

勘定科目
令和2年度末 令和3年度末 差額

勘定科目
令和2年度末 令和3年度末 差額

A B B-A A B B-A

流
動
資
産

- - - 72,133 72,911 

- - - -

778 
- - - 46,386 46,953 567 

- -
- - - 2,629 2,840 210 
- - - - - -
- - - 3,882 3,882 -

固
定
資
産

事
業
用
資
産

4,079,037 4,011,163 △67,874 19,236 

2,553,147 2,361,116 △192,031 230,773 

19,236 -
1,515,538 1,643,577 128,039 453,335 388,000 △65,335 

183,819 △46,953 
10,351 6,470 △3,882 - - -

- - - 23,730 28,466 4,736 
3,431 3,431 - 6,470 2,588 △3,882 

イ
ン
フ
ラ
資
産

- - - 192,364 173,127 △19,236 
- - - 525,469 460,911 △64,558 
- - -
- - - 3,596,191 3,596,457 266 

39,191 42,774 3,583 
- - -
- - -
- - -
- - -
- - -
- - - 3,596,191 3,596,457 266 
- - -

4,121,659 4,057,368 △64,291 4,121,659 4,057,368 △64,291 

勘定科目 増  減  理  由
常勤・再任用 会計年度任用等 特別職非常勤

建物・工作
物

自転車駐車場等事業用資産192,031千円の減

8,924
合計(千円）

リース資産

事業従事人数
年間従事延日数 年間従事延日数

5 579

放置自転車管理システムにかかるリース資産
3,882千円の減

54,159 

内、時間外勤務手当 354 
その他固定
負債

千里ニュータウンプラザPFI負債19,236千円の減

給与関係費等 45,235

施設の名称 ＪＲ吹田駅前西自転車駐車場ほか 分析指標　　　　　　　       　　年度
令和元年度 令和2年度 令和3年度 差

B-A

取得年月日 【供用開始日】昭和55年（1980年）4月21日ほか
0.4 0.6 0.3 △ 0.3

55.7 58.8 61.9 3.1

建物・工作物の取得価額 6,195,891 千円
48.0 40.4 41.1 0.7

- - - -

建物・工作物の減価償却累計額 3,834,775 千円
47.3 51.7 57.3 5.6
13.4 13.3 13.3 0.0

利用料金収入 339,470 千円

自転車駐車場は、昭和55年(1980年)に供用開始したＪＲ吹田駅前西自転車駐車場で40年が経過し、市内31か所ある自転車駐車場のうちほとんどの自転
車駐車場は建設後10年以上経過しています。経過年数の増加に伴い付属設備の老朽化も進んでおり、設備の更新及び施設の維持に関する費用がこれ
まで以上に必要となります。
設備の更新及び施設の維持に関しては計画的に進めていく必要があり、老朽化した施設にどれだけのコストをかけて施設の長寿命化を図るのかなど、関
係室課とも協議していく必要があると考えています。

施設老朽化比率が61.9％と、昨年度と比べて3.1％増加しています。
経常費用の65.5％を物件費が占めており、その大半は施設管理及び運営のための委託料です。
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111(一般会計・総合的自転車対策事業)


